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１．多治見市公共下水道計画の概要 
① 一部の区域にて、合流式下水道による整備を行っています。 

② 強い雨が降った場合、雨水で希釈された汚水を、一部ではあります

が、土岐川に未処理放流しています。 

 

（１）整備区域 
表-1 多治見市合流区域の面積 

下水道整備予定区域（全体計画区域） (参考) 項 目 

合流区域 分流区域 計 行政区域 

面積 151.7 ha 3,237.3 ha 3,389.0 ha 9,124 ha 

（割合） (4.5％) (95.5％) （100.0％） （－） 

 

 

（２）主な施設 
①平和町雨水吐室：平和町に設置。 

②池田下水処理場：前畑町，県病院西側に設置。 

 

 

（３）排水系統 

①晴天時（汚水が発生） 

・ 汚水は全て池田下水処理場に集め、高級処理を行った後、消

毒し、土岐川（辛沢川）へ放流 

②雨天時（汚水と雨水が発生） 

・ 発生水量≦処理能力の場合 

 池田下水処理場にて、高級処理・簡易処理を行った後、

消毒し、土岐川（辛沢川）へ放流 

・ 発生水量＞処理能力の場合 

 処理可能な量は、池田下水処理場にて処理 

 処理能力を超える分は、希釈された汚水を池田下水処理

場から辛沢川へ、平和町の雨水吐室から土岐川へそれぞれ

未処理で放流 
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図-1 合流区域拡大図 
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図-2 排水系統模式図 

未処理下水の放流渠 
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２．放流水質の現状 

・強い雨が降った場合、下水を未処理放流しています。 

・未処理放流している下水の水質は、処理水（ＢＯＤ）の 8.5 倍でした。 

・処理水は消毒をした後放流しますが、未処理放流している下水は、 

消毒をしていません。 
 

（１）放流量に関する調査結果 

04.6.21池田下水処理場放流水量
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04.6.21自然吐き室からの放流量
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（2）放流水質に関する調査結果 

04.6.21池田下水処理場 流入水質・放流水質（BOD）

30

3.50

10

20

30

40

50

60

9:00 11:00 13:00 15:00 17:00

時間

水
質

（
m

g/
ﾘ
ｯ
ﾄﾙ

）

未処理放流 高級処理

 

①雨が強くなると未処理下水を放流 

未処理下水の水質は処理水の８．５倍程度 
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３．多治見市合流式下水道改善計画 

（（（（１１１１））））本市本市本市本市でのでのでのでの整備方針整備方針整備方針整備方針（（（（H17H17H17H17 合流改善計画合流改善計画合流改善計画合流改善計画とととと同様同様同様同様））））    

① 計画は、一般的な整備方針、実現可能な投資金額等

をふまえ策定するものとします。 

 

② 段階的な整備により、逐次、改善目標を達成するこ

とを基本とします。 
 

 

（（（（２２２２））））整備目標整備目標整備目標整備目標（（（（H17H17H17H17 合流改善計画合流改善計画合流改善計画合流改善計画とととと同様同様同様同様））））    

①当面の目標（H25 年までに達成） 
・ 汚濁負荷量の削減 ：年間放流負荷量を H25H25H25H25 年年年年時点時点時点時点に

おいて分流式下水道にて整備した

場合程度とする 

・ 公衆衛生上の安全確保 ：未処理放流回数を半減する 

・ きょう雑物の削減 ：きょう雑物の流出を極力防止す

る 

 

 

②将来の目標（平成 37 年までに達成） 
・ 汚濁負荷量の削減 ：年間放流負荷量を H37H37H37H37 年年年年時点時点時点時点に

おいて分流式下水道にて整備した

場合程度とする 

・ 公衆衛生上の安全確保 ：①当面の目標と同様とする 

・ きょう雑物の削減 ：①当面の目標と同様とする 
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（参考）合流改善計画の見直しが必要となった理由 

 

・ 17 年以降の下水道事業を取り巻く環境が変化したため、「H17

多治見市合流改善計画」の内容を見直する必要があった。 

 

・ 国土交通省の合流改善目標設定に対する考え方が一部緩和さ

れ、合流改善対策の低コスト化，早期目標達成等に配慮した合

流改善計画を策定できるようになった。 

 

・ 少子高齢化社会の到来にあわせて「多治見市公共下水道基本計

画」を見直した結果、合流改善目標（＝汚濁負荷量の削減量）

を現時点で再設定し、新たな合流改善目標達成する合流改善計

画を策定する必要が生じた。 
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<合 流 改 善 施 策> 

①H25 年までに実施予定の施策 

・昭和調整池の有効活用 

・池田下水処理場 既存処理施設の有効活用 

〃    簡易処理の高度化 

 

②Ｈ26～H37 年までに実施予定の施策 

・分合流の解消（一部） 

・処理方法の変更（高級処理→高度処理） 

 

 

表-2 合流改善の目標及び整備計画 
 

H25 H37 整備
項　目 関係式 BOD放流 未処理 BOD放流 未処理 ｽｹｼﾞｭｰﾙ

負荷量 放流回数 負荷量 放流回数
（ｔ/年） （回/年） （ｔ/年） （回/年）

目標 ① 97.2 40 50.6 40

施策実施前 ② 113.2 80 113.2 80

各施策 既存施設 池田処理場等 ③ -3.6 -46 -3.5 -46
の の 昭和調整池 -2.0 -1 -2.1 0 H25までに

効果 有効活用 計 -5.6 -47 -5.6 -46 実施
簡易処理の高度化 ④ -10.5 0 -9.5 0
（（（（除去率除去率除去率除去率30303030→→→→62626262%(%(%(%(HHHH37373737年 年 年 年 60606060%%%%））））))))
分合流の一部解消 ⑤ - - -25.0 0
（滝呂西・滝呂東地区） H37までに
高度処理化 ⑥ - - -22.7 0 実施
(BOD除去率90→95%)
計 ⑦=③+④+⑤+⑥ -16.1 -47 -62.7 -46

施策実施後 ⑧＝②+⑦ 97.2 33 50.5 34
処理場:11 処理場:21

雨水吐室:22 雨水吐室:13

目標達成率 ⑨ 100% 100% 100% 100%
（達成） （達成） （達成） （達成）  

注）スクリーンの設定については、整備済みであるため対象外とした。  
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（参考）合流改善計画 変更箇所 

 

・ 見直した「多治見市公共下水道基本計画」を基に BOD 流出解析

シュミレ－ションをやり直し、現時点において改めて合流改善

目標を設定しました。 

 

・ 未処理放流回数の半減目標設定にあたっては、「H20 合流改善

の手引き(案)」に基づき30mm以上の降雨を対象外としました。 

また、未処理放流回数の半減は、吐口毎に目標値を定め、吐口

毎に目標を達成することが一般的ですが、多治見市の場合、

「池田下水処理場」と「平和町雨水吐口」が近接しているため、

２つの吐口を１つの吐口と見なして、各吐口の目標値の合計を

達成するものとました。 

 

・ 昭和調整池(2500m3)等、既存施設を有効活用し、コスト縮減に

努めるものとしました。 
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（（（（２２２２））））多治見市多治見市多治見市多治見市におけるにおけるにおけるにおける合流改善施策合流改善施策合流改善施策合流改善施策    
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図-3 具体的な施策，整備効果，整備年次を示す図面 

 

施策施策施策施策：：：：簡易処理施設簡易処理施設簡易処理施設簡易処理施設のののの高度化高度化高度化高度化等等等等    

                （（（（BOD60BOD60BOD60BOD60％％％％以上除去以上除去以上除去以上除去））））    

効果効果効果効果：：：：汚濁負荷量汚濁負荷量汚濁負荷量汚濁負荷量をををを約約約約 14141414ｔｔｔｔ削減削減削減削減    

状況状況状況状況：Ｈ：Ｈ：Ｈ：Ｈ２２２２２２２２～～～～２５２５２５２５にににに実施予定実施予定実施予定実施予定。。。。    

P 

施策施策施策施策：：：：既存昭和調既存昭和調既存昭和調既存昭和調整池整池整池整池（（（（2500m32500m32500m32500m3））））    

<<11<<11<<11<<11 月月月月～～～～翌翌翌翌 4444 月月月月にににに有効活用有効活用有効活用有効活用>>>>>>>>    

効果効果効果効果：：：：汚濁負荷量汚濁負荷量汚濁負荷量汚濁負荷量をををを約約約約 2222ｔｔｔｔ削減削減削減削減    

未処理放流回数未処理放流回数未処理放流回数未処理放流回数をををを 1111 回低減回低減回低減回低減(H25(H25(H25(H25 年年年年までまでまでまで))))    

                0                0                0                0 回低減回低減回低減回低減(H37(H37(H37(H37 年年年年までまでまでまで))))    

施策施策施策施策：：：：スクリーンスクリーンスクリーンスクリーン設置設置設置設置    

効果効果効果効果：：：：きょうきょうきょうきょう雑物雑物雑物雑物のののの除去除去除去除去    

状況状況状況状況：：：：実施済実施済実施済実施済みみみみ    

施策施策施策施策：：：：高級処理高級処理高級処理高級処理→→→→高度処理化高度処理化高度処理化高度処理化    

効果効果効果効果：：：：汚濁負荷量汚濁負荷量汚濁負荷量汚濁負荷量をををを約約約約 22222222ｔｔｔｔ削減削減削減削減    

状況状況状況状況：Ｈ：Ｈ：Ｈ：Ｈ37373737 までにまでにまでにまでに実施予定実施予定実施予定実施予定。。。。    

高度処理 

施策施策施策施策：：：：分合流分合流分合流分合流のののの一部解消一部解消一部解消一部解消    

効果効果効果効果：：：：汚濁負荷量汚濁負荷量汚濁負荷量汚濁負荷量をををを約約約約 25252525ｔｔｔｔ削減削減削減削減    

状況状況状況状況：Ｈ：Ｈ：Ｈ：Ｈ37373737 までにまでにまでにまでに実施予定実施予定実施予定実施予定。。。。    

昭和調整池 

(2500m3)    
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（３）段階的整備計画 
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図-4 BOD 年間放流負荷量<<晴天日＋雨天日>> 
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図-5 BOD 年間放流負荷量<<雨天日のみ表示>> 
 

 



 - 10 - 

 

グラフ

37

43

22 21
11 130

50

100

150

200

対策前 H25年 H37年

未
処

理
下

水
の

放
流

回
数

（
回

/
年

）

処理場(雨天時) 雨水吐室(雨天時)

目標　40以下

合計 80

合計 34

合計 33

(達成率 0%) (達成率 100%) (達成率 100%以上)

 
注）対象降雨：総雨量 30mm 以上の強い雨を除く 

 

図-6 未処理下水の放流回数 
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図-7 未処理下水の放流回数（対象外とした降雨を含む場合） 
 

 

表-3 きょう雑物除去施設（スクリーンの設置） 

項 目 処理場 雨水吐室 達成率 

H25年 実施済み 実施 100% 

H37年 実施済み 実施 100% 
既にスクリーンが設置されており、対策済みである。 
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1
1
3
→
9
7
t
(
△

1
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t
の
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削
減
)

（
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5
年
ま
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存
施
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1
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→
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△
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実
施
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3
1
%
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=
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1
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ｔ
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1
0
0
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1
1
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→
5
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(
△

6
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荷
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流
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部
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処
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→
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△
1
1
3
t
→

5
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△
6
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実
施
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1
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簡
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策
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→
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△
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施
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合
流
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水
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流
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流
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③
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実
施
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②
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。
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画
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ᜰ
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⺑
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ද
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Ꮐ
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岐
川

北
第

二
地

区
）

←
土

岐
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←
土

岐
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負

荷
量
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量
汚
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量
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Ｈ
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置
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貯
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流
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処
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放
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回
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減
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